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TOPICS

１．はじめに

アルミニウムはその特性の多彩さから様々な分野で
活躍している。しかし，昨今は社会変化や技術革新の
スピードが速くなっており，このような時代の中で企
業が社会に貢献するには，特性の高機能化に関する技
術確立だけでなく，新用途への展開に向けた製品開発
も重要である。そのためには，従来認識の外のニーズ
や用途に対する知覚が非常に重要となる。
近年のマーケティング理論1）で提唱される購買プロ
セスのフレームワーク5A（認知，訴求，調査，行動，
推奨）では，顧客にブランドのファンになってもらうこ
とが重要と言われており，そのためには消費者との多
様なコミュニケーションが必要となる。この新たなコ
ミュニケーションにより，新たなニーズに対する知覚
が期待できる。ただし，B� to� B企業は消費者との接点
を確保することは簡単ではなく，その手法に苦戦して
きた。
そもそも消費者にアルミニウムの魅力に気付いてい
ただく場がない，ならばこちらから出向いてはどうだ
ろうかという考えの元，消費者に馴染みの深いアルミ
ホイルを接点とした交流を試みた。消費者自身にアル
ミニウムのすばらしさを体感いただくこと，および当
社の将来ビジネスの機会創出のための仕掛けづくりを
目的として掲げ，交流機会としては各種イベントへの
ブース出展を選択した。これまでに出展したブースの

内容，イベントの様子および消費者の方々からの反響
などをここに報告する。

２．出展ブースの内容

暮らしと密接なアルミ製品を通じて，消費者や他企
業からの参加者，さらにUACJ社員自身が改めてアル
ミニウムの可能性を体感できる内容とした。具体的内
容をFig. 1に示す。ブースでは，マイホイルPLUS ™で
紹介している災害時のアルミホイル活用法を引用し，
アルミホイルがどんな場面で，どんな特性により活用
できるのかを体験いただくようにした。モノをただ見
せたり，提供したりするのではなく，参加者の方々が
驚きと楽しみを持って自ら工夫できる体験を価値とし
て提供した。
このような内容の展示ブースでは，消費者との直接
交流が実現され，消費者からの生の声の聞き取りによ
る新規ニーズの獲得や新規顧客との接点が期待でき
る。同時に，新商品やPRコンテンツの仮説検証の場と
しても活用可能であり，アルミホイルの体験ブースだ
けでなくUACJが持つ防災製品の展示も行った。

３．出展イベントの紹介

出展したイベント一覧をTable 1に示す。2022年7
月～ 2023年9月の間に8件のイベント等に参加した。
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４．出展効果と反応

イベントの様子をFig. 2および3に示す。いずれの
イベントでもUACJブースに多くの参加者に足を止め
ていただけ，ブースでの体験への参加や活発な意見交
換が行われた。日用品メーカーから防災用途に関わる
協業のお誘いもあり，従来のコネクションでは得られ
ない交流・商談機会の獲得にもつながった。体験はブ
ースに滞在頂ける時間の確保に有効であり，水用心™
や水の架け橋™といった防災製品の紹介につなげる役
割も果たした。
ブースを体験した参加者からは「アルミホイルが暮ら
しの役に立つなんて目から鱗だった」，「もっと早く知り
たかった」との意見が寄せられ，体験により子どもや大
人の笑顔が見られたことも印象的であった。消費者自身
にアルミニウムのすばらしさを体感いただける交流機会
であったと考える。一方で，改めてアルミニウムが持つ
可能性の啓蒙の機会を増やす必要性を感じた。
来訪者数及びメディア掲載件数の実績をTable 2に

示す。いずれのイベントにおいても，メディア掲載件
数が多く，UACJの知名度向上にもつながったと考える。
また，イベント全体をみても比較的集客力のあるブ
ースであったと思われ，主催団体からは「素材メーカー
がその知識を世の中に還元することは社会貢献につな
がっている」，「アルミホイル体験ブースを自社イベン
トでもぜひ取り入れさせてほしい」とのお褒めの言葉も
いただいた。参加したUACJ社員自身も消費者の生の
声や反応を体感することで，「自身が思っている以上に
アルミニウムが知られていないのが驚きであった」や
「思わぬ会社から相談をいただいた」などの貴重な経験
も得られている。
フィリップ・コトラーが提唱するマーケティング4.0
において，顧客のファン化に重要な要素は次の3点と
されている。①予期せぬ驚きから生れる。②個人的な
もので，それを経験する人だけが生み出すことができ

Table 1 List of exhibitions at where we have set up 
experience booths.

Title Date
MINATO Disaster Prevention Event July 23, 2022
Handicrafts Workshop July 30, 2022
MOSHIMO Fes SHIBUYA September 3 & 4, 2022
Radio KAWAGOE September 24, 2022
DOKIDOKI BO-SAI Fes October 10, 2022
BO-SAI School October 30, 2022
KOBE Disaster Prevention Event January 29, 2023
Aichi Start-up Fes May 19 & 20, 2023
MOSHIMO Fes NAGOYA May 27 & 28, 2023

Fig. 1　Booth�concept.
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Fig. 2　BO-SAI�School

Fig. 3　Handcrafts�Workshop
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る。③伝染力がある。本活動は，これら3つの要素を
満たした活動になりつつある。

５．おわりに

イベントへのブース出展は消費者と接点を持つ貴重な
場であった。同時にアルミニウムの啓蒙やビジネス機会
創出のための仕掛けとしても機能したと考えている。
このような活動を続け，持続可能で豊かな社会の実
現に向けて消費者と共創し，社会に貢献していきたい。
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Table 2 Results of number of visitors and publications.

Title Location
Number of visitors Number of publications
official
announcement UACJ booth＊ TV Radio Newspaper SNS

MINATO Disaster Prevention Event Nagoya, Aichi 480 200 4
Handicrafts Workshop Isesaki, Gunma 30 30 3
MOSHIMO Fes SHIBUYA Shibuya, Tokyo 20460 550 2 8
Radio KAWAGOE Kawagoe, Saitama 300 200 1 2
DOKIDOKI BO-SAI Fes Toshima, Tokyo 5000 250 1 4
BO-SAI School Minato, Tokyo 500 250 1 1
KOBE Disaster Prevention Event Kobe, Hyogo 500 300 1 1
Aichi Start-up Fes Nagoya, Aichi － 300 4
MOSHIMO Fes NAGOYA Nagoya, Aichi 46000 2400 1 6
* The number is calculated from the official announcement and the number of aluminum foils distributed.
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